
ホンジュラス定期報告（2025 年 6月） 

2025 年 7月 

在ホンジュラス日本国大使館 

＜概要＞ 

 ハビエル・ブ外務・国際協力大臣、フレディス・セラト経済開発大臣らはワシントン DC で米商務省

や上下院議員と貿易や雇用などについて会談した。 

 国連の支援による司法強化の一環である「汚職無処罰問題対策委員会（CICIH）」設置の協議のため

の覚書の延長（１２月１５日までの６か月）を国連が承認した。 

 クリスティ・ノーム米国土安全保障長官は、ホンジュラスを訪問し、カストロ大統領と会談した。 

 ホセ・カルロス・カルドナ社会開発包摂（SEDESOL）大臣が、同省の社会開発予算が与党議員選挙キ

ャンペーン等に流用されている問題について混乱の責任を取り辞任した。 

 

＜本文＞ 

１ 外交 

（１）ブ外務・国際協力大臣らと米商務省及び議会との会合 

 ６月３日、ハビエル・ブ外務・国際協力大臣は、フレディス・セラト経済開発大臣らと共にワシント

ン DC を訪れ、米商務省と会談した。米商務省との会談後、ブ外務大臣は自身の X ポストで「我々は、

米商務省との重要な会合を行い、貿易に影響を与える戦略的な問題について議論した。我々からは、輸

出部門の強化と、ホンジュラスの人々に雇用を生み出し、生産的な利益を保護する具体的な措置の実施

に対するコミットメントを再確認した」と発信した。また、下院歳入委員会貿易小委員会の委員長であ

るエイドリアン・スミス下院議員（共和党・ネブラスカ州）や、上院外交委員会西半球小委員会のラン

キングメンバーであるティム・ケイン上院議員（民主党・バージニア州）と会議した。 

 

（２）国連とのホンジュラス無処罰問題対策委員会覚書再延長 

６月１５日、ホンジュラス政府が求めていた国連の支援による司法強化の一環である「汚職無処罰問

題対策委員会（CICIH）」設置の協議のための覚書の延長を国連が承認した。ブ外務・国際協力大臣は自

身の Xで「１２月１５日までの６か月の延長承認は、ホンジュラスの汚職と無処罰との闘いのため、議

員や市長など政治家の免責の抑制や必要な法改正をするための必要な時間である」と発信した。 

 

（３）ノーム米国土安全保障長官のホンジュラス訪問 

６月２５日、クリスティ・ノーム米国土安全保障長官は、ホンジュラスを訪問し、カストロ大統領と

会談したほか、ブ外務大臣と生体認証システムの導入に向けた協力文書に署名した。会談後ノーム長官

は自身の X ポストで「迎えていただいたカストロ大統領に感謝する。ホンジュラスは、「本国帰国プロ

ジェクト（Project Homecoming）」の重要なパートナーであり、その初便では ３８ 人のホンジュラス

人が自発的に本国に帰還した。我々は、ホンジュラスと米国が越境を試みる犯罪者やテロリストを検知

するための重要な手段である生体認証システムに関する合意文書に署名し、非正規移民対策におけるパ



ートナーシップを強化した」と発信した。 

 

（４）カストロ大統領のスペイン訪問 

６月２９日、カストロ大統領は、エクトル・セラヤ大統領私設秘書官（カストロ大統領の子息）、ハ

ビエル・ブ外務大臣、クリスチャン・ドゥアルテ財務大臣他を伴い、国連第４回開発資金国際会議

（FfD4）出席のため、スペイン・セビリアを訪問した。同会議では、貧困、教育、気候変動の問題へ

の取り組みについて協議された。 

 

２ 内政・経済 

（１）国会における大洋間鉄道法案の提出と審議の開始 

６月１７日、エクトル・セラヤ大洋間鉄道建設国家委員会（CONFI）委員長（大統領私設秘書官）は、

国会に出席し、大洋間鉄道法の必要性を説明した。同委員長によれば、同法により、大洋間鉄道建設プ

ロジェクトを監督するための CONFI を機構化し、同委員会が鉄道の建設と管理を担当することになる予

定。 

 

（２）国会における「ホンジュラス汚職無処罰問題対策委員会（CICIH）」設立に向けた与党法案の審議

中止 

６月１９日、与党リブレ党が「ホンジュラス汚職無処罰問題対策委員会（CICIH）」設立法案を国会に

提出したが、同委員会を構成する検察官の任命が検事総長（与党寄り）に委任されている点等を背景に

賛成には至らず、レドンド国会議長は審議を中断した。 

 

（３）与党による社会開発予算流用問題の拡大 

 ６月２７日、ホセ・カルロス・カルドナ社会開発包摂（SEDESOL）大臣が、同省予算の不正使用疑惑が

報じられる中、辞任した。これに先立つ２３日にメディアによって、与党リブレ党イシス・クエジャル

議員とカルドナ大臣が、同議員の選挙キャンペーン関連支出に同省の社会開発予算を充てる旨を伝える

通話記録動画が公開された。他、多数の与野党議員が本件流用の恩恵を受けていると報じられた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



＜主要経済指標＞ 

◇主要経済指標 
2024 年 2025 年 

 ３月 ４月 ５月 

インフレ率 （前年同月比） 3.9 4.49 4.39 4.54 

貿易収支（百万ドル） ▲6,671.4 ― ― ― 

輸出（百万ドル） 11,082.5 ― ― ― 

輸入（百万ドル） 17,753.9 ― ― ― 

外貨準備高 （百万ドル） 8,049.0 8,403.5 8,674,4 8,708,6 

外国からの送金 （百万ドル） 9,510.2 ― ― ― 

為替レート（対ドル月平均） 25.42 25.74 25.83 26.02 

（出典：ホンジュラス中央銀行）  

（了） 


